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ワークショップ（西宮中学校生徒）

・自然と触れ合える学校、緑を増やしてほしい
・色々な人が快適に過ごせる場所
・行事や部活動が活発な学校
・人工芝
・自習室がある学校
・図書館を広くしてほしい

・校庭をもっと広くしてほしい
・冷水機を増やす、各階に設置する
・部活動の設備を増やしてほしい
・ロッカーを広く、大きくしてほしい

・自主学習などの個人での利用
・談笑や軽い運動、一緒に勉強するなどの、友達との
利用

・多世代や地域の方々との交流の場
・リラックスできる休憩スペース
・音楽活動

・お祭り
・みんなが関われるイベントの開催
・レクリエーション
・リラックスできるスペースの設置

西宮中にはどんな学校になってほしいか

新しい西宮中にはどんな設備や
機能がほしいか

地域の多世代のみなさんが交流するた
めに、コミュニティふらっとでどのよ
うなことを行ってほしいか

併設されるコミュニティふらっ
とをどのように使いたいか

・窓が多くて、明るい
・震災救援所訓練への参加をしていること
・部活動が強い
・行事にしっかり取り組む
・床などに木材を使っている
・トイレが多い

今の西宮中のいいところ

改築・整備に向けて、西宮中学校生徒によるワークショップや、生徒・教職員対象のアン
ケート、区民向けオープンハウスを実施し、ご意見などを伺いました。また、第４回、第５回
の改築等検討懇談会を開催しました。今号では、これらでいただいたご意見等を紹介します。
いただいたご意見は、施設整備に向けた基本計画（第２号の改築ニュースで紹介した基本方針
を含む、施設整備の考え方のまとめ）に生かしてまいります。

6月30日㈪に、西宮中学校の生徒27名にご参加いただき、ワークショップを開催しました。
「新しい西宮中学校は、どんな学校になってほしいか？」「コミュニティふらっとをどのように
使いたいか？」など、各班に分かれて話し合いました。
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回答期間：6 月 23 日（月）～ 6 月 27 日（金）
西宮中学校の生徒約240名、教職員約20名に、西宮中学校の改築、コミュニティふらっとの
整備に関するアンケートにご協力をいただきました。

アンケート（西宮中学校生徒・教職員）
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・新しいトイレの設備
・もっと水圧が強い冷水機
・エレベーター
・プールに屋根
・オープンスペースをつくって、
ベンチを設置

・スロープやエレベーターなど
バリアフリー化

・情報活用センターとして機能的で
気軽に活用できる学校図書館

・教職員と生徒がコミュニケーションを
取りやすい
開放的な職員室

・支援を充実させるためにも、生徒と
話ができる部屋や個別指導・支援が
できる部屋の充実

・充実したICT環境

新しい西宮中学校にどのような
設備や機能がほしいか

・仕切りや個室など、集中して
勉学に励めるスペース

・友達と談笑できるスペース
・飲食スペース
・交流ホールの整備
・運動ができる多目的広場の整備
・防音室や鏡がある部屋
・セキュリティが確保された場所
・団体用の机と個人用の机
・生徒と区民が互いに安⼼して
利用できるよう、使用時間や利用
スペースの区分け、セキュリティが
確保されていることが大切

・学校や生徒が使う時間と区民が
使う時間を明確にする仕組み

コミュニティふらっとにどのような
設備・機能がほしいか

コミュニティふらっとを
どのように使いたいか
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8月17日㈰・18日㈪に、西宮中学校にて、
西宮中学校改築・(仮称)コミュニティふらっと宮前整備に関するオープンハウスを
開催し、2日間で約50名の方にご来場いただきました。
また、8月20日㈬～22日㈮に、ゆうゆう大宮前館においても、オープンハウスを開催し、
3日間で約20名の方にご来場いただきました。

西宮中学校改築・（仮称）コミュニティふらっと宮前整備
に関するオープンハウス

～いただいた主なご意見①～

西宮中学校

卒業生や近隣にお住まいの方をはじめ、学生、
西宮中学校区域の方、宮前図書館やゆうゆう館
をご利用の方等がご来場くださいました。

仮校舎期間の校庭について
・受験や越境、クラブチームの入団テスト受験
など検討しなければならないことから、校庭
利用をする部活の練習場所の確保に向けて予
定していることを早めにアナウンスしてほし
い。高二小・西高・外部施設利用などして現
状と同じ量の練習を確保していただきたい。

設計について
・高い建物にはしないでほしい。
・震災発生時に水があふれ隣接住民への影響の
可能性があることから、屋上へのプール設置
はしないでほしい。

・用地南東角の交差点について、中学校の万年
塀で見通しが悪く、危険が生じているので改
善が必要。

・仮設校舎を作るよりも旧若杉小や旧富士見丘
小の校舎を活用した方がいいのではないか。

その他

・高二小や西高との連携によって年齢が異なる
が同じ地域にいる子どもたちのコミュニケー
ションが取れるようになることはとてもいい
と思う。

諸室・設備・空間について
・子どもたちの希望している自習室スペースを
十分に作り、リラックスでき、かつ、集中で
きる空間にしてほしい。

・少子化により子どもの数が減る一方で、
少人数学級も求められているため、
教室数は可変式であるといい。

・今後の生徒減に対してオーバースペックに
ならない施設の規模や改変が容易な構造とし
財政負担の無駄がないようにしてほしい。

・オープンな教室でありながらプライバシーが
守られる空間であることが望ましい。

自然について
・周辺でどんどん緑が減っていっているので樹
木を残してほしい。

・環境へ配慮してほしい。校舎に自然光を取り
入れる工夫や屋上緑化を進めることで省エネ
ルギーと居⼼地の良さを両立できると思う。

・2010年（50周年）に第1期生で欅の木を植樹
した。西宮中の歴史と文化のため残してほしい。
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・地域のコミュニケーション促進に向けた大きな目標は大いに評価
できる。

・本整備は学校が優先。コミュニティふらっとは最小限でやればよい。

・改築の検討を進める上で、建物の配置案等を近接住民等に示すこと
から始めるべき。

・単純な併合という意味合いが強くならないようにしてほしい。

・滞りなく着工・施工してほしい。

第４回西宮中学校改築等検討懇談会（令和7年7月30日㈬）

・住民説明会を頻繁に開いていただきたい。

・改築ニュースをこまめに発行し、検討していることや

決定したこと等プロセスが分かるようにしてほしい。

・これまで延期が続いていたので、今後のスケジュール
や、建設工事中の仮校舎計画についても、定期的な情報
提供や説明をしてほしい。

西宮中学校改築ニュース第3号

令和7年9月発行 〒166-8570 杉並区阿佐谷南一丁目15番1号

杉並区教育委員会事務局 学校整備課 教育施設計画係

TEL03-3312-2111（内線1657）FAX03-5307-0693

E-mail：gakko-seibi@city.suginami.lg.jp

教育委員会ホームページ：https://www.city.suginami.tokyo.jp/kyouikuiinkai/index.html

➡「学校の改築・改修、新しい学校づくり」 ➡ 「西宮中学校の改築」
懇談会の資料や会議録、過去の改築ニュース等を掲載しています。（右二次元コード参照）
ご意見・ご質問がございましたら下記担当までお問い合わせください。

最新情報はこちらから

～いただいた主なご意見②～

情報提供について その他ご意見

改築・整備における基本方針（素案）や諸室規模などについて、意見交換しました。「素案の取組を進
めるに当たっての課題や具体的にどのような施設・設備を想定しているのかについて明示してほしい」、
「教職員の負担にならないよう複合化施設の管理運営面の検討が必要である」などのご意見をいただきま
した。

施設について
・中学生を対象とした事業、例えば学習支援などや自習
する場を提供してほしい。

・生徒や保護者、施設利用者、近隣住民等、みんなが安⼼
して利用できるよう、安全面に配慮してほしい。

・ゆうゆう大宮前館の部屋の広さを維持してほしい。
・ゆうゆう大宮前館の仕様に捉われすぎず、新しい発想で
活用できる施設としてほしい。

コミュニティふらっと

・災害に向けた訓練を充実させた場所となり、宮前周辺の町会や自治会も共同
で活用できることを望む。

・多世代、異文化共生を意識した施設となってほしい。

・中学生の学びを強力に支えて地域の皆さまに開かれた拠点となってほしい。

その他施設機能

第５回西宮中学校改築等検討懇談会（令和7年8月29日㈮）
これまで懇談会委員や生徒、教職員、区民の皆様からいただいたご意見を反映させた、基本計画（案）につ

いて検討を行いました。「基本計画の理念・方針はよく分かったが、具体的な設計に結び付けてほしい。」
「今後の設計計画に入るときも委員が意見の言いやすい状況づくりをしてほしい。」「個別対応が必要な子ど
もが増え、配慮が多岐に渡るため校舎設計は複雑になると思うが、今の子どもたちに必要な設計になることを
願う。」などのご意見をいただきました。基本計画の詳細は、次号（第４号）改築ニュースにてご報告いたし
ます。（10月上旬発行予定）

運用について
・ラウンジや多目的室を使い、若い人たちと高齢者など、
多世代が交流する機会を積極的に作ってほしい。

・地域の活動（防災活動）や地域の人が集まるイベントに
活用したい。

・施設の開設までに、中学校、施設管理者、利用者で
定期的な会合を持ち、話し合う形を作れたらよい。

・地域住民の自主性を重んじるように。
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